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補
正
予
算
議
案

◆
議
案
第
１
号

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）

　

既
定
の
予
算
に
２
億
２
８
９
３

万
円
を
増
額
し
、
総
額
69
億
１
３

９
３
万
円
と
し
た
。

臨
時
生
活
支
援

　
　
　

給
付
金
事
業
費

　
　

７
８
１
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油

価
格
や
物
価
の
高
騰
へ
の
対
策
と

し
て
、
町
民
の
家
計
へ
の
経
済
支

援
と
し
て
１
人
当
た
り
１
万
円
を

給
付
す
る
た
め

【
そ
の
他
歳
出
の
主
な
も
の
】

●
総
務
費

・
地
域
公
共
交
通
対
策
費

１
５
３
０
万
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
と
ワ
ゴ
ン
車
）
を
購

入
す
る
た
め

・
雇
用
促
進
事
業
費	

６
９
５
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
る
離
職
者

な
ど
を
雇
用
し
た
事
業
者
を
支

援
す
る
た
め

●
民
生
費

・
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例

事
業
費	

４
６
６
万
円

　

保
育
士
な
ど
の
収
入
を
３
パ

ー
セ
ン
ト
程
度
を
引
き
上
げ
る

処
遇
改
善
の
た
め
、
保
育
施
設

に
補
助
金
を
交
付
す
る
た
め

●
衛
生
費

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
費	

８
９
９
万
円

　

60
歳
以
上
と
基
礎
疾
患
を
有

す
る
方
を
対
象
と
し
た
４
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る

た
め

●
農
林
水
産
業
費

・
農
水
産
物
加
工
場
管
理
費

１
２
２
５
万
円

　

第
一
次
産
業
の
強
化
、
農
産

物
の
付
加
価
値
向
上
、
販
売
強

力
を
図
る
た
め
、
食
品
加
工
に

不
可
欠
な
加
工
機
械
を
整
備
す

る
た
め

●
商
工
費

・
商
工
会
育
成
費	

２
０
２
０
万
円

　

消
費
者
の
生
活
支
援
等
の
た

め
、
１
万
円
で
１
万
３
千
円
の

商
品
券
が
購
入
で
き
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
を
実
施

す
る
た
め

・
観
光
産
業
振
興
費

１
５
９
６
万
円

　

町
民
に
限
定
し
た
宿
泊
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
た
め

●
土
木
費

・
緊
急
経
済
対
策
事
業
費

３
０
０
０
万
円

　

町
内
の
建
設
事
業
者
な
ど
の

事
業
継
続
の
た
め
、
公
共
施
設

等
の
維
持
業
務
を
通
じ
て
包
括

的
に
支
援
を
す
る
た
め

●
消
防
費

・
消
防
一
般	

９
２
２
万
円

　

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
に
伴

い
、
団
員
報
酬
を
増
額
す
る
た

め
●
教
育
費

・
各
小
中
学
校
管
理
費	

	

４
３
４
万
円

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し

た
授
業
用
と
し
て
、
大
型
の
提

示
装
置
（
電
子
黒
板
）
を
整
備

す
る
た
め

全町民１人につき
１万円給付

家計への経済支援
全町民１人につき
１万円給付

２
億
２
８
９
３
万
２
千
円
を
追
加

２
億
２
８
９
３
万
２
千
円
を
追
加

２
億
２
８
９
３
万
２
千
円
を
追
加

２
億
２
８
９
３
万
２
千
円
を
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
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条
例
に
関
す
る
議
案

◆
議
案
第
２
号

消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

深
浦
町
消
防
団
の
年
額
報
酬
等

を
増
額
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
。

【
改
正
内
容
】

	

◆
議
案
第
３
号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減

少
し
た
被
保
険
者
等
に
係
る
保
険

税
の
減
免
特
例
期
限
を
延
長
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

【
改
正
内
容
】

①
「
令
和
２
年
度
及
び
令
和
３
年

度
分
」
を
「
令
和
３
年
度
及
び
令

和
４
年
度
分
」
へ
変
更

②
「
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
４
年
３
月
31
日
」
を
「
令
和
４

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月

31
日
」
へ
変
更

◆
議
案
第
４
号

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

前
議
案
と
同
様
に
、
保
険
料
の

減
免
特
例
期
限
の
延
長
を
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

そ
の
他
の
議
案

◆
議
案
第
５
号

財
産
の
取
得
の
件

（
塵
芥
収
集
車
）

取
得
す
る
財
産

塵
芥
収
集
車　

１
台

取
得
価
格　
　

１
４
５
２
万
円

契
約
の
相
手
方

つ
が
る
市
柏
鷺
坂
清
見
71
番
地
10

い
す
ゞ
自
動
車
東
北
株
式
会
社

青
森
支
社

五
所
川
原
営
業
所

所
長　

三
上　

寿

　
報　

告

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及

び
そ
の
承
認
を
求
め
る
の
件

◆
報
告
第
１
号

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算

　

１
９
８
３
万
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
額
を
73
億
７
８
４
２
万
円

と
し
た
。

◆
報
告
第
２
号

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

【
事
業
勘
定
】
決
算
見
込
み
な
ど

を
精
査
し
た
結
果
６
８
２
９
万
円

の
減
額

【
直
診
勘
定
】
決
算
見
込
み
な
ど

を
精
査
し
た
結
果
１
１
３
７
万
円

の
減
額

◆
報
告
第
３
号

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

　

決
算
見
込
み
な
ど
を
精
査
し
た

結
果
２
４
７
万
円
の
減
額

◆
報
告
第
４
号

令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

　

決
算
見
込
み
な
ど
を
精
査
し
た

結
果
５
９
６
１
万
円
の
減
額

◆
報
告
第
５
号

令
和
３
年
度
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
特
別
会
計
補
正
予
算

　

決
算
見
込
み
な
ど
を
精
査
し
た

結
果
42
万
円
の
減
額

◆
報
告
第
６
号

令
和
３
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

　

決
算
見
込
み
な
ど
を
精
査
し
た

結
果
１
７
０
万
円
の
減
額

◆
報
告
第
７
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及

び
そ
の
承
認
を
求
め
る
の
件

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一　
　

部
改
正
に
伴
い
、
深
浦
町
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

◆
報
告
第
８
号

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
し
た
。

区　分
団　　長
副 団 長

本部付分団長
分 団 長
副分団長
部　　長
班　　長
団　　員

改定前
５５，０００円
３８，０００円
２８，０００円
２８，０００円
２０，０００円
１８，０００円
１６，０００円
１４，０００円

改定後
８２，５００円
６９，０００円
５０，５００円
５０，５００円
４５，５００円
３７，０００円
３７，０００円
３６，５００円

報酬（年額）
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◆
報
告
第
９
号

地
方
活
力
向
上
地
域
に
係
る
固

定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

地
域
再
生
法
第
17
条
の
６
の
地

方
公
共
団
体
等
を
定
め
る
省
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
し
た
。

◆
報
告
第
10
号

令
和
３
年
度
一
般
会
計
継
続
費

繰
越
計
算
書
報
告
の
件

【
事
業
名
】

・
深
浦
小
学
校
大
規
模
改
修
事

業
◆
報
告
第
11
号

令
和
３
年
度
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
報
告
の
件

【
事
業
名
】

・
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
化
推

進
事
業
ほ
か
９
事
業

　
◆
報
告
第
12
号

令
和
３
年
度
水
道
事
業
会
計
繰

越
計
算
書
報
告
の
件

【
事
業
名
】

　

・
深
浦
地
区
浄
水
場
維
持
工
事

　
陳　

情

◆
陳
情
第
１
号

沖
縄
を
「
捨
て
石
」
に
し
な
い

安
全
保
障
政
策
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

【
提
出
者
】

　

辺
野
古
を
止
め
る!

全
国
基
地
引

き
取
り
緊
急
連
絡
会

　

兵
藤
知
子

【
趣
旨
】

　

沖
縄
で
は
、
今
な
お
、
基
本
的

人
権
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
状
況
が

続
い
て
い
る
。
こ
の
国
の
米
軍
専

用
施
設
が
小
さ
な
沖
縄
に
押
し
つ

け
ら
れ
て
お
り
、
沖
縄
県
民
の
命

と
尊
厳
を
激
し
く
傷
つ
け
て
い
る
。

戦
争
の
脅
威
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
今
、
沖
縄
を
「
捨
て
石
」
に
す

る
か
の
よ
う
な
安
全
保
障
政
策
は
、

断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
沖
縄
に
押
つ
け
て
き

た
基
地
は
「
本
土
」
に
引
き
取
り
、

米
軍
基
地
問
題
は
公
平
・
公
正
に

日
本
全
体
の
問
題
と
し
て
国
民
全

体
で
議
論
し
解
決
し
て
い
く
べ
き
。

【
陳
情
項
目
】

１　

沖
縄
を
「
捨
て
石
」
に
し
た

差
別
的
な
安
全
保
障
政
策
を
や
め

る
こ
と

２　

辺
野
古
新
基
地
建
設
を
断
念

す
る
こ
と

３　

普
天
間
基
地
は
「
本
土
」
に

引
き
取
り
、
日
本
全
体
で
問
題
解

決
す
る
こ
と

質
疑
応
答

◆
議
案
第
１
号

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
手
続
き
は
？

問　

工
藤
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険

証
に
す
れ
ば
、
ポ
イ
ン
ト
が
付
く

と
聞
く
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ

が
な
い
人
は
ど
う
す
る
の
か
。
町

の
窓
口
で
手
続
き
が
で
き
る
の

か
！

答　

町
民
課
長

　

よ
く
勘
違
い
さ
れ
る
の
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト

が
付
い
て
る
と
思
っ
て
し
ま
う
方

が
い
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
決

済
が
で
き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
に
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま
す
。

カ
ー
ド
の
申
請
な
ど
、
総
合
窓
口

に
来
れ
ば
す
ぐ
に
職
員
が
対
応
し

ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

費
用
対
効
果
は
？

問　

藤
田
議
員

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
支

援
事
業
を
も
う
何
年
も
や
っ
て
る

が
、
費
用
対
効
果
は
？ 

答　

観
光
課
長

　

今
回
の
補
正
で
は
１
セ
ッ
ト
１

万
円
で
１
万

３
千
円
の
商

品
券
６
千
セ

ッ
ト
分
で
、

経
済
効
果
は

発
行
金
額
に

す
る
と
７
８

０
０
万
円
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
地
元
商
店
の
下
支
え
や
地
域
住

民
の
家
計
負
担
の
緩
和
に
な
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。

消
防
団
員
の
報
酬

交
付
税
は
？

問　

斉
藤
議
員

　

消
防
団
員
の
年
額
報
酬
を
上
げ

る
が
、
全
部
が
交
付
税
で
入
っ
て

く
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
こ
れ
ま

で
の
報
酬
と
の
差
額
分
が
入
っ
て

く
る
の
か
？
ま
た
、
新
規
団
員
１

人
に
掛
か
る
経
費
な
ど
は
？

答　

総
務
課
長

　

全
額
交
付
税
措
置
さ
れ
る
と
国

の
改
正
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
団
員
の
年
額
報
酬
３
万

６
５
０
０
円
ま
で
上
げ
る
。
た
だ
、

団
長
や
分
団
長
な
ど
交
付
税
措
置

議
案
審
議
!!
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◆第118回定例会採決等状況一覧　

※　〇は賛成、×は反対、棄は棄権、欠は欠席、副議長（亀川肇）は採決に加わらない。

議　案　等

議案第1号
議案第2号～議案第4号
議案第5号
報告第1号～報告第9号
陳情第1号

可決（10：0）
可決（10：0）
可決（10：0）
承認（10：0）

委員会付託（10：0）

議決結果
（賛成：反対）

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇

－
－
－
－
－

欠
欠
欠
欠
欠

小
野
文
之

亀
川

　肇

工
藤
博
利

藤
田
一
則

堀
内
榮
治

小
野
信
吾

大
髙
恒
藏

斉
藤

　登

今

　勝
吉

岩
根

　環

岩
谷

　司

大
川
清
光

の
対
象
外
と
な
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　18歳選挙権により、政治的教養を身に着けたいと木造高校深浦校舎の
３年生が町議会を傍聴に来ました。
　生徒たちは、議員と理事者とのやり取りを、メモを取りながら真剣に
聞いていました。
　傍聴した皆さんから感想をいただきましたので御紹介します。
〇深浦町には経済面で大きな課題が存在するので、解決してほしいと思
った。

〇深浦町には、働く場所が必要だと思った。若い人も選挙に参加するこ
とが大切だと感じた。

〇人口の減少を抑えるために、もっと若者が住みやすい環境を整えてほ
しい。

〇住民や町がより良くなるよう、深浦のことを考えているんだなと感じ
た。

〇町民同士が意見交換する機会が減っているので、そういった機会があ
ったらいいと思った。

〇議会では私たちの身近な問題から、幅広い分野について話し合ってい
ることを知った。審議の時間もしっかり管理されていて、緊張感があ
った。 

〇深浦町の現状や課題について、しっかり知ろうと思った。
〇初めての選挙には絶対投票しようと思う。
〇18歳になって選挙権を持ったら、若い年代や女性の方に投票して、若
い人の声が届けばいいと思う。

〇これからのことは、若い人たちが決めなければいけない。18歳になっ
て選挙権を得たら投票に行きたい。

町議会に関心を　高校生が傍聴


